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雑草の森利用者累計２５万人突破しました  

まんごく保育園のおともだちと祝いのセレモニー 

 立田山野外保育センターは１８年目を迎えています。今年度１月末の利用者累計が２４９９

３６名で、２月に２５万人突破のカウントダウンを迎えていました。そこで、２月１３日に日

帰り入所のまんごく保育園さんの時に、利用者累計２５万人目を超えるお祝いのセレモニーを

行いました。「雑草の森の歌」をＢＧＭにして、最初に、代表の園児さん４人でくす玉を割りま

した。小川英聖副理事長にご挨拶をしてもらい、園児の代表に雑草の森の木のハガキをプレゼ

ントしました。園児さん全員からお礼の言葉をもらい、レモンの木の記念植樹を、２０万人の

記念樹キンカンの木のそばに植えました。みんなニコニコ顔でとっても嬉しそうでした。これ

からも利用者に喜んでもらえるように職員一同、環境整備に頑張っていきます。このことは、

２月１９日（水）の熊日朝刊に掲載されました。 

             ２５万人突破のセレモニー紹介 
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              かぼちゃ作りコンテスト 

今年度もかぼちゃ作りコンテストを行いました。今年度は、天候の不順が影響したのか、「成育

が難しかった。」という声を聞きました。それでも１４園から応募が有りました。運営委員の先生

方で審査をした結果が下のような結果になりました。それぞれの園でコンパクトにまとめていただ

きました。園児さんがかぼちゃとどう関わったか、栄養士や調理の先生方が工夫してかぼちゃを調

理していただいたことなど丁寧に記してありました。感謝申し上げます。成育がうまくいかずに応

募されなかった園もあるかもしれません。来年度は、取り組んでいただいたこと、ここまではがん

ばったこと、こんなところに問題があったのではなどでも構いません。無理なさらない程度に応募

していただけたら幸いです。お待ちしています。 

 ＜えびすかぼちゃプランター部門＞      ＜えびすかぼちゃ露地培部門＞ 

      応募なし               第１位 済生会しらふじ子ども園     

  ＜春日ぼうぶらプランター部門＞       ＜春日ぼうぶら露地部門＞ 

   第１位 黒髪幼愛園             第１位 つばめこども園 

  ＜応募用紙部門＞ ＭＶＰ 大光保育園 

来年度の利用予約抽選会 

 ２月４日に令和２年度利用予約抽選会を行いました。今年度利用料や施設使用料の改正を行いま

したので、ちょっと心配しましたが、例年と変わらないような利用の予約をいただきました。かぼ

ちゃ作りコンテストで 1 位を取った４園は、優先権を行使され希望通りのところが取れたようで

す。（来年度、「えびすかぼちゃプランター部門」はねらい目かもしれません。） 

 ５・６・７月の宿泊利用、９・１０・１１月の宿泊利用が目立ったところでしょうか。ホームペ

ージに掲載していますので確認をお願いします。また、抽選会に来られていない園も園行事等と相

談されてご利用をお待ちしています。利用しようか迷っておられましたら、公共交通機関利用の方

法など相談に伺いますのでご連絡ください。 

       

     雑草の森まつり：２月１日（土）実施 

 第６回の雑草の森まつりを２月１日（土曜日）に実施しました。雑草の森のことを知ってもらい

たい、自然の中でリフレッシュしてもらいたいということで始めた「雑草の森まつり」です。今回

は、「保育の実践に役立ってもらえたら」ということで、尚絅短期大学部の森みゆき准教授に、「絵

本を使っての音楽遊び」の指導法を学びました。タンブリングで動作を変化させたり、絵本の中に

歌を取り込んだりして園児の関心を高める工夫を学びました。体験活動では、思い思いのところで

楽しい時間を過ごしてもらいました。ぜひ雑草の森へ遊びに来てくださいね。 

       

   ▲森みゆき先生のお話                ▲エコバック作り 


